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ぺトル・ホリー（PetrHolす）
1.チェコの新聞にみる来チェコ日本芸能の紹介
19世紀末～20世紀前半、当時、オーストリア・ハンガリー領であったチェコやモラヴィアにお
いて、どのような日本の演劇が、どの程度紹介されただろうか。この点について、日本ではまだ
研究が進んでいないようである。
プラハ国立図書館、プラハ国立博物館演劇資料室、プラハ・ナープルステク博物館、プラハ演
劇研究所の資料室でそれぞれ調査してみたところ、つぎのような記事の存在を知ることが出来た。
1878年 5月 4日にナーロドニー・リスティ新聞において、スリエ一座を紹介する広告記事lが掲
載されている。記事の紹介には、
「フランスのマイスター、スリエ一氏の指導の下で、著名な日本の劇団が明日 5日（金）から、ヴィノフラ
ディのテア卜ロ・イタリアーノにてゲスト公演を三つ行なう。座員は12人で、その芸当は新しく、特有の性質
でより優れていて、高所体操、特に曲芸が観られる一方、新しい日本の演技者との興味深い共演が見所である。
すべての芸当は日本の道徳や風習に沿うものである。また、日本語による講演も開催される。 26人からなる音
楽団が民族音楽のコンサートを催す。」
と記述されている。スリエー（明治期の日本ではスウリエ）座は、 1871（明治 4)年に日本で初
めてのサーカス興行を行った。この記述は、チェコの新聞において日本の芸能の興行に触れてい
るものとして最初のものだと思われる。
また、 1902（明治35）年2月、川上音二郎・貞奴たちがチェコのプラハで上演を行ってから、
オーストリアのグラーツに移動中、プルノでも 2月18日に公演を行った。フ恭ルノが位置するモラ
ヴィア地方（現チェコ共和国）のモラフスカー・オルリツェ新聞は、翌日19日に、「夕方10時半
まで行われた舞台」の大規模な劇評を掲載しているら「サラ・ベルナールにとって唯一の競争し
I Japonci v Praze （「プラハに於ける日本人」）.In: Narodni listy, 1878年5月4日（プラハ）。
2 J.M.: Japonsti herci v Erne （「プルノに於ける日本の俳優たち」），In: Moravska Orlice, 1902年2月19日（プルノ）。
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得る相手」とも称された貞奴は、他の巡業会場と同様に、「芸者と武士』と『袈裟』を披露した。
1911年のスヴィェトゾル誌7号にも、貞奴のプラハ公演に関する記述があるようだが、手に入れ
ることが出来なかった。
次にチェコを訪れたのは花子（太田ひさ）だった。 1914年4月18日のナーロドニー・リスティ
新聞に載せられた劇評3は、貞奴の様式的な演技に対して、花子の演技が写実的である事を指摘
している。それと同時に、花子は既に1908年11月末にプラハのヴァリエテー劇場で「オタコ」
(Otako）を上演し、並びに1914年4月16日にプラハのヴィノフラディ劇場で「自殺」（チェコ語
題名 Sebevrazda、「ハラキリ」のこと）、「茶屋にて」 CV己ajovn的、「オタコ」という演目を上演
し、その「数週間前に」4プラハのエステート劇場でも興行していることが明らかとなっている。
周知のように、花子はロダンのモデルでもあった。津田助太郎氏の著書『ロダンと花子』（中日
出版、平成8年）を調べてみると、 1908年7月1日にカールスパート（チェコの温泉街カルロヴィ・
ヴァリのドイツ語名）からロダン宛にハガキを出している記述がある5。また、カールスパート
の近傍の小さな市街でオーストリア・ハンガリー帝国皇帝ヨセフに「舞台の上から謁見の栄を得
た」6と紹介されている。
次にプラハを訪れたのは、大阪出身の新演劇・剣劇役者であった筒井徳二郎 (1881～1953）が
率いる劇団、「日本劇協会」だった。 1930（昭和 5）年10月29日、 30日、プラハの新ドイツ劇場
にて客演興行をしたことを、ルデー・プラーヴォ新聞（10月28日、 1月1日）とルディー・ヴェ
チェ jレニーク新聞 Cll月8日）が紹介している。
1929年に日本の戯曲「朝顔」が上演される背景には、このようなチェコにおける日本芸能の受
容史があった。
2.「朝顔」プラハ上演に至るまでの経緯
プラハでチェコ・アヴァンギャルドを代表する演出家の一人、イジー・フレイカにより日本戯
曲「朝顔」が上演されたのは、 1929（昭和 4)年2月のことであった。フレイカをとりまく、そ
れに至るチェコのアヴァンギャ lレド芸術界の経緯を紹介することにする。
Ji'i Frejka (1904～52）はチェコの舞台演出家、演劇理論家、評論家、教育者であった。自
らの演出に新しい比喰の原理や叙情性を求めるほか、舞台で映写を使用したことなどが先駆的で
3 Tile, Vaclav: Dramαticke umeni （舞台芸術）.Mme Hαnako （マダム・ハナコ） • In: Narodni listy, 1914 
年4月18日（プラハ）。
4 Ibid. 
5 津田助太郎：『ロダンと花子』、中日出版社、 1996080頁を参照。
6 同書94頁を参照。また、「新日本」、大正6年正月号、『填国皇帝陛下の御見物』を参照。ここで、カルロヴィ・
ヴァリをドイツ語に近い発音カルルスパアデンで言っている。
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ある。コメディア・デルアルテの近代的な形を作り出そうとつとめた。 1925年にプラハっ子たち
を一夜にして虜にした Osvobozenedivadlo （解放劇場）を興隆させ、 1927年に Dada（ダダ劇場）、
29年に Modernistudio （モダン・スタジオ劇場）を興す。 1935年にモスクワでメイエルホリド
に出会い、同年にチェコの舞台美術家F.Trosterと協力するようになった。叙情的なポエティス
ムや構成主義を用いて古典を活かしたモダンな舞台を紹介する傍ら、時事風刺劇やパロディ一、
レヴュー劇をも演出する多彩的な存在であった。否定的ダダイスムにも影響を受けた。 1930～45
年はプラハ国立劇場の演出家をつとめ、圏内と世界のアヴァンギャルド戯曲を多数演出した。 1945
年にプラハ芸術大学演劇学部を設立し、同大学最初の学長を務めながら翌年から舞台演出を専攻
に教鞭を執る。 1945～50年にプラハのヴィノフラディ劇場の総裁をつとめるが、 1949年にホンズル
らなどによって「社会主義的倫理に欠ける」という痛烈な批判を浴びせられ、退職を余儀なくされ
た後、プラハのカルリーン・オペレッタ劇場で活動を許された。 1950年代にスターリン主義といっ
た靖宥を基に行われた「政治犯裁判」を逃れんと、 1952年に自裁するという悲劇的最期を遂げた。
1918年に T.G.マサリックを大統領に、チェコスロヴァキア共和国が建国された。その首都プ
ラハは、昔ながらヨーロッパの真中心に位置することから、多様な文化や思想が行き交し＼当時
はモダニズム様式が外来したのも当然のことだったと思う。 1920年に Dev品tsil（直訳して「九つ
の力」 7）なる前衛芸術家集団が創立され、そのメンバーである詩人・芸術家・建築家などはあら
ゆるものすべてに詩（ポエム）を追求し、ポエティスムなる概念を基に活動した。
ホンズル
デヴィエトスィルのメンバーでもあった演出家・理論家 J.Honzl 8 (1894～1953）は、 1925年
に刊行された自著『回転する舞台』9において、ラインハルト (1873～1943）、メイエルホリド
(1874～1940）、ヴァヒタンゴフ (1883～1922）、タイーロフ等、そして今の演劇への不満を多く
ジェドラズポル
記している。デヴィエトスィルが結成された同年に、ホンズルは D凶rasborという劇団を作っ
た。チェコ語でも滅多に耳にしないこの言葉は、「労働者劇団」の略語である。このグループは
律動的朗読団の形態をとり、チェコやロシアの詩人の詩を演目に、 2年間活躍した。
7 Dev面白iという名の付け方について諸説ある。一つに、この言葉に該当する直訳「九つの力」があるが、も
う一つには、古からチェコを含むヨーロッパで痘撃を止める特効薬などとして知られ、多く使われてきた
学名Petasiteshybridus （チェコ語dev語tsillekarsky）なる植物に由来する、という説もある。日本にも
この植物の仲間があり、学名Petasitesjaponicaで、いわゆるフキである。
8 チェコの左翼系の演出家・理論家・作家・教育者。 1925年にソ連を訪ね、ロシア演劇の洗礼を受ける。 1926
年、イジー・フレイカとともにプラハでOsvobozenedivadlo （解放劇場）を結成。 1945年からプラハ国民
劇場の演出家となるが、本来、ポエティスムやシュールレアリスムの思想を抱いた彼は、「エステートやブ
ルジョワの劇場から労働者の社会主義的な劇場へ」という概念をもとに社会主義的リアリズムの演劇の道
を歩むようになった。その先駆的な演劇論でチェコ近代演劇の第一人者で、もある。
9 Honzl, Jindfich: Roztocene jeviste -uvαhy 0 novem divadle （『回転する舞台一新演劇孜』）， Odeon, 
Praha 1925. 
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ホンズルは、 1926年に、演出家イジー・フレイカによって結成された、今もなお知られている
実験的な解放劇場に参加し、フランスやチェコのシュ －｝レレアリストの戯曲をおおいに上演した。
ヴォスコヴ ε ツ
また、解放劇場の名優であり、生前から伝説的な存在であった J.Voskovec (1905～81) と
J. Werich (1905～80）らが、顔をドーランで白く塗り、眉や目を青で引き、口を赤く割った顔10
（図 1）で登場する前衛的な舞台が有名であった。同劇団をはじめ、チェコの演劇アヴァンギャ
ルドにとって不可欠な存在だったのは、現代作曲家・ピアニスト・指揮者 JaroslavJezek 
(1906～42）だった。また、 1926年から在日し、同じくチェコ出身建築家Aレーモンドの設計事
務所に就職した建築家・舞台美術家B.フォイエルシュタイン11 (1892～1936）は「解放劇場」の
ために舞台美術を手掛けている。ちなみに、フォイエルシュタインは昭和2(1927）年に岡田忠
ーの発行で『舞台建築』12（図2）という本を世に出している。
（図 2)
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「解放劇場」で俳優としての経歴を経た E F. Burian (1904～59）は、 1927（昭和 2）年に
「ヴォイスベンド」と名付けられた音楽的朗読団を結成した。その当時、合唱的な朗読は歓迎さ
10 Trager, Josef: Od prvni revue Osvobozeneho divadla k Pesti nα oko （「解放劇場による最初のレヴュー
からく日に拳〉まで」） • In: Hry Osvobozeneho divadlα，sv .II （『解放劇場の戯曲』第3巻）， Praha 1956 
11 Feuerstein, Bedfich。チェコの建築家・舞台美術家。デヴィエトスィルの創立メンバーでもあった。 1917
年までオーギュスト・ベレ (1870～1933）のアシスタン卜をつとめた。 1921～26年に舞台装置を多数手掛
ける。 1926年に来日し、同じくチェコ出身アントニーン・レーモンド（AntoninRaymond、チェコ名
Reinman）の東京設計事務所に働く。ライジングサン石油横浜支店や、レーモンドとパーガミニーらとと
もに中央区明石町にある聖路加国際病院を設計している。 昭和6年に世紀社から上梓された『世界戯曲舞
台写真』（北村喜八）において、カレル・チャベソクの『人造人間』（R.U.R.）のフォイエルシュタインに
よる舞台装置画が紹介されている。
12 『舞台建築建築家ファイアースタイン BedrichFeuerstein • Architect • Stage-setting • ArchitectureJJ。
昭和二年二月廿五日発行。編輯兼発行 岡田忠一。なお、岡田忠ーは、同書の序言において、フォイエル
シ2 タインをファーレンスタインと読んでいる。
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れており、観客の関心を多く惹き付けた。また、ジャズをはじめとする民族音楽への噌好の高まっ
た時期でもあった。ヴォイスベンドとは、ヴォイス（声）とベンド（バンド）の英語を結合させ
た、ジャズバンドに影響された集団だった。ジャズの要素、シーツと言ったり、口笛を吹いたり
するという、器楽的な音を声楽的な音（人声）へと転換し、言葉、その旋律、音声、音楽的な要
素、擬音擬声の可能性、和声とリズムなどに最大の注意が払われた。ヴォイスベンドの中心をな
したのは、出演者各自の声域によって分けられた合唱であり、伴奏としては太鼓、笛、櫛が使わ
メガフォン
れ（口で擬音を作り出す動作）、または拡声器を使つての朗読なども見受けられる。出演者は自
分の声をあやつり、人よりも優れた発声法、発音が求められた。各声部閣の隔たりが変わったり、
芸し福（同一旋律を二人以上で歌うこと、ユニゾン）で朗読したり、合唱から独唱へ急変したり、
これらすべては楽譜を用いずに、台調にマークをつけ、指揮者の合図だけで行われた。ヴォイス
ベンドのメンバーであった女優ロラ・スクルプコヴァー (1902～78）は次のように語る。
「ヴォイスベンドは、音楽的な要素に従属された、独奏的な要素を含んだ合唱的な朗読団だった。例えばリ
ズムに従った場合、 4分の3拍子やチヤールス卜ン、あるいは一番簡単であった行進曲の拍子に合わせて台詞
を述べた。旋律もこれと同じように扱われた。発声の（イントネーション）が誇張された故に、音域が拡大し、
まるで調べのようにも聞こえた。大事なのは、コード（和音）、つまりそれぞれの声部聞の差異だったー音声
も同じ音域であってはならなかった。つまりアルトやソプラノばかりでは駄目だった。出演者は各自、自分の
音程を保ちながら、一音下がって台詞を述べている他人を意識しなければならなかった。常に、保たなければ
ならない不協和音を持続していた。」 13
1927 （昭和2）年に演出家ホンズルから距離を置いたフレイカは、プラハのウムニェレツカー・
ダダ
ベセダ（芸術家クラブ） 14でブリアンと結成した Dada劇場において、ポエティスムの戯曲（ジャ
ン・ククトーの「エッフェル塔の花嫁花婿」など）を上演する際に、 1928年12月にイタリアのシ
エナ音楽祭で脚光を浴びたヴォイスベンドを多用するようになる。リズム的な朗読グループが、
当時の演劇の可能性を知何に拡大させたことか、ダダ劇場解散後、 1929（昭和4）年にフレイカ
モデルニー・ストゥディオ
によって発足された Modernistudio （「モダン・スタジオ」、邦訳して「近代工房」）劇場による
「朝顔」上演を例に挙げたい。
フレイカが創設したモデルニー・ストゥディオの目標に挙げられたのは、非政治的に、かっ自
由に、「ダダ劇場」やヴォイスベンドの成功を引き立てること、大型劇場の実験的な工房であり
13 Srbkova, Lola: Voicebandova vzpominka （「ヴォイスベンドの想い出」）, In: Scena （「舞台J)2, 1977, 
No.14/15, 5頁。
14 Um語leckabeseda （芸術家クラブ）。 1863年に結成されたチェコで現存する最古の芸術家集団。
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たいということなどだった。フレイカは、財政的な問題を、「モデルニー・ストゥディオ組合」
を設立したことによって解決し、チェコの文化人たちからの寄付金によって成り立っていた。演
出をフレイカ、音楽（ヴォイスベンド）は以前から協力関係にあったブリアン、作曲家にブリア
ンの他にイェジェックなどを迎えた。舞台美術はムズィカ、ゼレンカ、ムルクヴィチカやズルザ
ヴィーといったチェコの高名な画家・舞台美術家が担当した。モデルニー・ストゥディオ劇場の
柿落しはオペラブッファ『薬売りイポクラス』だったが、正式な初興行となったのは、 1929年 2
月14日の舞台だった。その演目として、フレイカがエウリピデスの「キュクロプス」と、「朝
顔」15を演出したことを、 1929年12月刊行の『チェコの新しい演劇』の記述から知る事ができる。
また、 1962年刊の『チェコのアヴァンギャルド演劇史によせて』16において、同日の演目に、ハ
ンス・ザックスの謝肉祭劇『牛を卵からかえそうとした男』が入っていた記述もある。最近入手
した当時の興行ポスター（図3）に、以上の三つの戯曲の他に、配役、そして上演目（3月5日、
9日）が記載されており、上演は一回限りのものではなかったことを知ることが出来る。
（図3)
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3. フレイカの「朝顔」の内容
ヨーロッパで、初めて翻訳として日本戯曲が紹介されたのは、カール・フローレンツ
(1865～1939）が1900（明治33）年に出版した『日本の戯曲一一寺子屋・朝顔』という作品であ
る。これを原書とし、 1911（明治44）年にプラハにて『二つの日本の戯曲～「寺子屋」・「朝顔」』
15 In: Nave ceske divαdlo （『チェコの新しい演劇』） 1928-1929. Sbornik dramatickeho svazu （演劇連盟
紀要） • Miroslav Rutte, Josef Kodi己ek編集.Aventinum, Praha 1929, 136頁。
16 Obst, M., Scher!, A.: K dejinam ceske divadelni avantgαrdy （『チェコのアヴァンギャルド演劇l史に
よせてJ),Praha 1962, 303頁。
チェコ・アヴァンギャルドによる「朝顔」上演をめぐって 27 
という、ドイツ語からのチェコ語への重訳が出版された。
『朝顔』を上演した際、おそらく 1911年にプラハで刊行された訳書が使われたと見なされる。
劇評Modernistudio'7に、「朝顔」なる戯曲は「ヒネク出版社の〈ペストラー・クニホヴナ・シ
リーズ〉のある古い号から掘り起こした」と書いである 180 1911年にプラハで出版されたチェコ
語の翻訳はこのシリーズ‘の一つである。その際、「寺子屋」と「朝顔」の翻訳では、その方針が
異なっていたようである。
まず、「寺子屋」の序文から引用する。
「翻訳は許される限り直訳であり、何カ所かがやや異なっている。我々は一一一カ所を除いて一一通常のレ
チタティーヴォ（叙唱）を除くことにした。戯曲『寺子屋』では、叙唱の役割は下位であり、また本筋そのも
のを邪魔するものと恩われるからである。」
ここでいうレチタティーヴォは直訳すると叙唱となる。具体的には、義太夫狂言におけるチョ
ボのことである。
いっぽう、「朝顔」では、
「読者に、叙唱の本質と真の意味を、続く『朝顔』なる戯曲でわかっていただけるだろう。『朝顔』の様式や
技術的なところを、オリジナルに従って、できる限り忠実に翻訳し表現した。」
という翻訳の方針が取られた。
「朝顔」の翻訳がどのようなものだったかを、ここに紹介したい。
11 In: Pravo lidu新聞， Pisa,A.M., 1929年2月16日、 41号、 6頁。
18 1962年刊の「チェコのアヴァンギャルドによせて』において、翻訳をM.Hlavkaが興したと記されている
が、これは脚色の誤りか。
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チェコ語
A掴酔。 ｛台関）
Je to od vas velm1 hezke, te se mne tAtete po tivotn!ch osudech. 
Ale, ach, ie mi teskno, mluvit1 o tom; ale neodepru vam toho （中略）．
M!sto, kde jsem se n町odila,let! ve stredn!ch provinc1!ch, ale z jistych 
d凸vodfijsme se presMhovah do s!deln!ho m~sta Kyoto Bylo to asi 
uprostred kv邑tnammuleho roku, iela jsem na Clunu, po rece Uj1 （中略），
tMili jsme se zlatym svitem pfetetnych sv批lusek （中略） • Tam jsem 
take poprve shledla mlad!ka, jemut se srdce me 1hned na vZdycky a cele 
oddalo, tam jsme s1 take Septali kratitky sen letn! noc1, leZ musih se 
roze孔 ach,pr!lis brzy rozej!t! Nemohla jsem ho ut nalezt, （中略）
nebo( byl odvolan z onoho kraje （中略） Nastoupili j町necestu po mori, 
a Cekajice na pflzniv)' v!tr, prodlevali jsme v ptlsta刊 Akashiv zatoce u 
Naniwy; tam jsem trav1la sve dny v placi, majic naplneno srdce 
nejhoroucnejS! touhou Tam jsem ieste jednou spatt1la sveho milacka, 
dekujlc krasne nahode, lee nahly a bezc1tny vltr, kter)' se pojednou 
zvedl, rozval nas do rfiznych svetov)'ch stran, a jA se vr出1ladomfi Po 
Case u~ili m1 rodiCe docela proti vsemu oCekavanl manZela （中略） Tu 
jsem si umlnila, Ze neodhodlm lasky i vernosti ke svemu milackov1, （中
略） a jest岳曲面noc1Jsem uprchla z rodneho domu. Ach, mnoho 
ne!ttestl a utrpenl jsem zatila od te doby. Na ceste k sidelnlmu mestu 
dozvedela jsem se ke svemu veil《白nuzd邑sen!,te mfij m1laCek odeSel 
daleko, daleko do v)'chodnlch krajfi. I obrat1Ia jsem se a bloudila 
hledajlc milacka sveho, toutic po jeho vernosti a chod!c od 
uzamCenych bran Osaky k pro叫ncilmOmi, Mino a Ow回， vsak,beda, 
se stale mens! a mens! nadeji, Ze j!zda ma bude mlt sfastny konec. A tu 
jsem si vyplakala oCi toutebnou bolesti -uZ nemohu rozeznavati m 
barev kolem，一 jsemJ出ovodni ptak, kter)' nad souS! bloudi・Cotie 
vsecko toto utrpenl odplatou za nejaky zly Cin, ktereho jsem se snad 
dopustila v minulem Zivoteワ （中略）
R・citativ （叙咽 A~ イプ）
Tak mluv! a narlka sve vzdechy potlacuj!c. 
日本語＇＂
朝顔（台詞）
ハイハイ。ょう問うて下さりまする。お言葉にあまえ、お話し
申しますも恥ずかしながら、もと私は中国うまれ、様子あって
都の住まい。ひととせ宇治の蛍狩りに、思い初めたる恋人と、
（浄瑠璃のチョポ Bタイプ）
語ろう閉さえ夏の世の、短い契りの本意ない別れ、
所たずぬるたよりさえ、思うに任せぬ国の迎い。
朝顔（台関）
親々にいざなわれ、難波の浦を船出して、身を尽くしたる、
（浄瑠璃のチョポ Bタイプ）
うき思い、
泣いて明石の風邪持ちに、たまたま逢いは逢いながら、
つれなき風邪に吹きわけられ、国へ帰れば父母の、
朝顔（台詞）
思いもよらぬ、夫定め、立てる操を破らじと、屋敷をぬけて数々
の、憂目をしのぎ都路へ、のぼって聞けば其人は、吾妻の旅と
聞く悲しさ。
（浄瑠璃のチョボ Bタイプ）
又も都を追い出て、いつかはめぐり逢阪の、
関路をあとに近江路や、美濃尾張さえ定めなく、
恋し恋しに自を泣きつぶし、ものの白黒も水鳥の、
陸にさまよう悲しさは、
朝顔（台詞 Bタイプ）
いつの世いかなる報いにて、重ね重ねの嘆きのかず。
（浄瑠璃のチョポ Aタイプ）
あわれみたまえとばかりにて、声を忍びて嘆きける。
ここでいう叙唱は、いわゆるト書き浄瑠璃（Aタイプ）、情景描写を表している。翻訳では、
レチタティーヴォ（叙唱）は詩文的で、台詞の部分は散文的である。朝顔の台詞を表すチョボ
CBタイプ）は、チェコ語訳では朝顔の台調に変わっている。
「朝顔」でレチタティーヴォ（叙唱）、あるいはチョボが翻訳された理由は以下の通りである。
「朝顔」の序文に次のように書かれている。
「宿屋の段は、日本の演劇の文芸が誇るなかでより有名で、より人気を得ることの出来る場面である。ここ
に紹介されているのは、ほぼ直訳である。何故なら、日本演劇の劇的・叙事的な両端を含む典型的な構造をこ
こに紹介するためである。驚くべきその国独自の晴好、つまりロマンチックでおとぎ話のような特徴は、ここ
ではかなり豊かで、戯曲の純粋な写実性に興味深く混ぜ込んである。 Ji（地）、或いは chobo（チョボ）と日本
人が呼んでいる叙 唱は通常、チター（sic）の伴奏と歌い手による一種の音楽的な朗読のように発声されてい
る。歌い手とチター弾きは舞台の端にある小さな、少しばかり高い所に設置されているプロセニアムのボック
ス席に座る。舞台の反対側にオーケストラ〈嚇子〉が設置されている。細く削った竹を糸で編み列ねて垂らす
ものに覆われているため、観客にはさほどはっきり見えない。チョボとは、おそらく周知の古代ギリシア悲劇
のコロスに等しいものであろう。叙唱のテキストは半律動的で之、半分は散文、半分は詩文である。我々の翻訳
においてこれを守るようにした。また、特に叙情的な一節などにある登場人物の台詞はときどき半律動的な話
し方に繋がっていく。」四
19 対象として、『名作歌舞伎全集』第7巻、丸本世話物集、東京創元社（1969）に掲載されている「生写朝顔
話」を使用した。
20 Due japonska dramαtα Terakojα，A sagα0 （『二つの日本戯曲一一「寺子屋」と「朝顔」』） • Dle posledniho 
vydani K. Fiorenze prelozili Q. Jarnik a Fr. Sekanina CK.フローレンツによる最新版を基に Q.ヤル
ニー ク、 Fr.セカニナ共訳） • Praha, Hynek 1911. 58～9頁。
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序文に書かれた翻訳の方針が現れている。これこそは、「叙唱の本質とまことの意味」へのフ
レイカの憧れであった。ラブロマンスには叙唱が必要だったとフレイカが判断したことが、この
戯曲を選んだきっかけではないかと考えられる。
1945年に発行されているフレイカの著書『演劇の鉄の時代戦争中の公演集』に記載されてい
るように、『朝顔』の舞台美術はムルクヴィチュカ 21という人物が担当した。プラハ国立博物館
演劇資料室に保存されている舞台装置画（図4）を紹介したい。
（図的
ASAGλc 
。t桃川A点、
舞台装置画の上に ASAGAO、左下に 1幕、右下に舞台美術家ムルクヴィチュカのサインがあ
る。舞台の前方に、ブルーで塗りつぶされた四角があり、ここにヴォイスベンドが置かれたので
はないだろうか。奥の舞台は一段と高くなっている。その上に、コピーでは不鮮明だが、演出家
の手で人間の姿が画かれている。舞台の色彩こそが斬新で、書割りの色のグラデーションが短冊
を連想させ、当時の表現主義的な要素が窺える。また、プラハ国立博物館演劇資料室には、この
時の俳優の顔や身体を画いた素描画が何点か残されている。その中に朝顔（図5）と岩代（図6、
図7)を紹介する。
21 Frejka, Jifi: Zelezna doba divαdlαprojevy z valky （『演劇の鉄の時代一戦争中の講演集』）
Melantrich, Praha 1945, 66頁。同じく、 Frejka,Jifi: 0 novem jevistnim realismu （『舞台の新写実主
義について』）.In: Nova ceska scena. Um話leek§.beseda, Praha 1937, 31-40頁。
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（図5) （図 7)
女優オターハロヴァ＿22が演じたかよわい朝顔、それに対立するかのような迫力あふるる岩代
の仮面は、能面をモデルに作られたであろうかと考える。当時は、チェコでも日本を紹介する著
書が比較的に多く、そこからヒントが得られたのではなし、かと考える。
ここで当時の劇評をみてみることにしよう。 1929年 2月16日付のプラーヴォ・リデゥ新聞の
モダン・スタジオ
「本と芸術」欄 Modernistudioにと副題された劇評が現在知られている唯一のものである。
「（以上省略）山田案山子という作者による古い日本の戯曲、「朝顔」が上演された。とこしえの希望、果て
しなき愛、絶望的な忠義、恋愛の奇跡、死に導く献身、そして光を嫌う裏切りを題材とした、いにしえのおと
ぎ話一一厳しき運命の悲劇と熱情と愛情の、恐怖と純真無垢のポエジ一、そして、自然、の感情の叙情性と優美
な純潔さを結びつけている、このおとぎ話を観ることは、我々を嬉しさで吃驚させた。また、この戯曲の上品
な魅力を「L、かにも人間的な」ところから距離を広げたこと、ないし、外つ国の表情と謎めいた無感情を持つ
ことによって、当戯曲の驚くべき雰囲気にぴったりと合う仮面を主人公の役者に被せるなどということは、フ
レイカの幸運な創造力のはたらきである。また、これに関連して、演出家は厳しく、そして示唆に富む舞台
の演技をも様式化した。（中略）表情の理への洗練された感覚をもって、愛の光を渇望に呑み込もうとする若
き女という花の像を充分に満たした、とりわけオターハロヴァー嬢に整然、とした演技者を迎えた。」泊
朝顔の役を演じた女優リーダ・オターハロヴァーは、ヴォイスベンドの使い方について次のよ
うに回想している。
「作家による、チョボと称された叙唱（レチタティーヴォ）が使われた。（省略）フレイカはヴォイスベンド
を舞台下、オーケストラビットに座らせた。更に、ピットを布で覆った。窪みから流れる朗読の調べは、舞台
におとぎ話のような雰囲気をもたらした。ウォイスベンドの声域は5声で、ブリアンはそのリードとして活躍
した。ヴォイスベンドは劇的要素、緊張、情け、愛、裏切りを伝える媒体となった。役者は仮面をかぶり、動
22 Ot五halovaMrkvickova, Ludmila (Lida). 1904生。チェコの女優。
23 Pravo lidu新聞， Pi担 A.M.1929年2月16日、 41号、 6頁。
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きに様式的なものが見受けられた。」 μ
と記載されている。
こうして、（叙唱）と称されている部分をヴォイスベンドが語り、役者の演技の解説者として
使われていたことがわかる。
フレイカは、チョボというものに惹かれて、「朝顔」を選択したことは、著書『チェコのアヴァ
ンギャルド演劇史に寄せて』からも窺える。
「山田案山子の日本戯曲『朝顔』において、ヴォイスベンドは叙情のテキスト（チョボ）を用いて筋をコメ
ン卜する合唱団の役割を果たしていた。（省略）仮面を顔につけた役者は顔の表情を見せることが不可能なた
め、彼らの演技の解説は、舞台外に置かれたヴォイスベンドの役割だったお」
と書かれている。
チェコのアジア演劇研究家ダナ・カルヴォドヴァーが、その著書『松風ー一一日本の演劇』で、
「消えて行く銅擁の音は、去り行く主人公を象徴し、照明を明るくすることは、主人公の目が見
えるようになったことを象徴していた」 26と指摘していることを申し添えておく。
6. おわりに
しょううっしあさがおぱなし
フレイカ版の『朝顔』は、山田案山子作「生写朝顔話J（「朝顔臼記」）の島田の宿の場の
一幕を紹介したものだった。そもそも、フローレンツ版のドイツ語から重訳された「朝顔」は宿
屋の段のみである。演者は顔を仮面で隠し、その表情が見えなかったが故に、ヴォイスベンドに
よる叙情的な語りがその内面的な動き、心理的描写を表現した。フレイカの「朝顔」演出は、断
片的な情報からしか突き止めることができないのだが、アヴァンギャルドとしての試みは、単な
るジャポヌリーの枠を超えた、先駆的なものだったと考える。
フランスのジュディット・ゴーティエ (1850～1917）やアメリカのベラスコやロングなどが書
いた日本を題材とした日本趣味的な戯曲と違って、フレイカは、日本戯曲そのものを選択した。
フレイカの前に、良く知られているように、 1908年にドイツでランハイルトが「寺子屋」を手掛
けている。同じ日本戯曲でも、西洋的なドラマ形式として訳された「寺子屋」より、表現様式そ
のものに新しさを見いだした「朝顔」をヨーロッパで初めて選んだところに、フレイカの実験の
24 M. Semradova: Voice-band (Praha, 1971）より
25 Obst, M., Scher! A.: K dejinam ceske avαntgardy, 163頁。
26 Kalvodova, Dana. Novak, Miroslav: Vitr v pinuch -japonske divadlo （『松風一一日本の演劇』）.Odeon, 
Praha 1975. 328頁。
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意義があった。
演者の心の内を第三者、ヴォイスベンドに語らせたことは、観客をさぞや驚かせたことだろう。
他のジャポヌリ一、言い換えれば日本趣味的な小説とは異なる受け止め方だった。単なるエクゾ
チズムではない、新しい表現の可能性の追求だったと思う。フレイカによる演出で『朝顔』が
1929年に上演され、同年内にすくなくとも再演を繰り返されながら後に継承されなかったことは
非常に残念であった。あまりにも先駆的な試みであったために、日本演劇に馴染みのない観客に
は異色に映ったのではないかと推察する。
「朝顔」はその後、 1941年にP.トゥカドレツによって脚色され、 1943年に再び上演された九現
在でも稀に人形劇という形で上演されることがある。プラハの演劇研究所で蔵書を検索をしたと
ころ、「朝顔」だけで 1冊の観訳本と 5冊の脚本を見出した問。同じく、「寺子屋」を検索したと
ころ、翻訳本一冊のみであった。 1911年版『日本の二つの戯曲』で紹介されたもう一つの作品
「寺子屋」も、 1930年にプラハで上演されている。しかし反応は薄く、その後の上演はないもの
と思われる。
フレイカ版「朝顔」について特筆すべき点があると、私が判断したのは、律動朗読団ヴォイス
ベンド、仮面などを使った演出故なのである。「朝顔」上演は、後のチェコでの日本戯曲紹介に
一石を投じ、時代を先取り、当時のアヴァンギャルドが求める新しい演出の可能性そのものを具
体化したものであったと言えるのではないだろうか。
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